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青 
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次
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○
開 

 

会 
 

午
後
零
時
四
十
四
分 

○
議 

 

題 

 

消
防
庁
舎
及
び
訓
練
施
設
等
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て 

柿
田
有
一
委
員
長 

消
防
庁
舎
及
び
訓
練
施
設
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
は
、
定
足
数
に
達
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
よ
り
開
会
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

直
ち
に
会
議
を
開
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

審
査
に
入
り
ま
す
前
に
、
前
回
の
会
議
内
容
の
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

六
月
二
十
一
日
、
前
回
の
会
議
で
は
、
消
防
本
部
と
周
辺
建
物
及
び
道
路
に
関
係

す
る
資
料
を
も
と
に
、
ど
う
い
う
形
で
庁
舎
建
設
が
で
き
る
か
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
調
査
の
途
中
で
新
た
に
資
料
要
求
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
次
回
引
き
続
き
調
査

す
る
こ
と
と
し
散
会
を
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
が
前
回
の
会
議
の
概
要
で
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

こ
れ
よ
り
付
議
事
件
で
あ
り
ま
す
消
防
庁
舎
及
び
訓
練
施
設
等
に
関
す
る
こ
と
に

つ
い
て
審
査
に
入
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

消
防
庁
舎
及
び
訓
練
施
設
等
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

初
め
に
、
前
回
の
会
議
に
資
料
要
求
が
あ
り
ま
し
た
消
防
局
と
周
辺
建
物
及
び
道

路
に
関
係
す
る
資
料
に
つ
い
て
、
事
前
に
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
資
料
を
お
届
け
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
少
々
込
み
入
っ
て
い
ま
す
の
で
、
資
料
の
確
認
と
説
明
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

事
務
局
、
資
料
の
説
明
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

総
務
課
長 

そ
れ
で
は
、
消
防
庁
舎
及
び
訓
練
施
設
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
の
資
料
を
説
明
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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ま
ず
、
資
料
説
明
を
始
め
る
前
に
、
ま
こ
と
に
恐
縮
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
資
料
の

訂
正
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

訂
正
箇
所
は
お
手
元
の
資
料
一
の
三
ペ
ー
ジ
、
⑵
の
上
か
ら
五
行
目
の
⑨
高
圧
ガ

ス
充
填
所
、
三
十
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
、
処
理
能
力
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
毎
日
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
正
し
く
は
処
理
能
力
三
百
立
方
メ
ー
ト
ル
毎
日
で
ご
ざ
い
ま
す
。
訂

正
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

そ
れ
で
は
、
お
手
元
の
資
料
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

最
初
に
、
資
料
一
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

資
料
一
、
川
越
市
第
四
次
総
合
計
画
に
計
上
し
て
い
る
庁
舎
建
設
予
算
七
億
円
の

概
算
根
拠
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

本
資
料
は
消
防
局
・
川
越
北
消
防
署
移
転
新
築
に
つ
い
て
概
要
を
取
り
ま
と
め
た

資
料
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

一
、
局
庁
舎
建
設
の
詳
細
に
つ
い
て
。 

⑴
事
業
の
目
的
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

現
在
の
消
防
局
庁
舎
の
老
朽
化
と
狭
隘
な
敷
地
の
根
本
的
な
改
善
施
策
と
し
て
、

平
成
二
十
二
年
度
に
、
川
越
市
総
務
部
防
災
危
機
管
理
課
が
事
務
局
と
な
り
、
川
越

市
、
川
島
町
及
び
川
越
地
区
消
防
組
合
の
三
者
に
て
川
越
地
区
消
防
組
合
新
庁
舎
建

設
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
消
防
局
・
川
越
北
消
防
署
の
必
要
な
施
設
機
能
や
管

内
に
お
け
る
消
防
力
の
不
足
地
域
の
消
防
力
強
化
を
図
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
整
備
に

関
す
る
施
設
を
川
越
市
、
川
島
町
の
防
災
拠
点
施
設
と
し
て
、
平
常
時
か
ら
災
害
時

ま
で
シ
ー
ム
レ
ス
な
防
災
体
制
の
構
築
を
図
る
た
め
、
効
果
的
で
効
率
的
な
消
防
・

防
災
力
を
整
備
す
る
こ
と
で
充
実
し
た
消
防
行
政
を
展
開
し
、
地
域
住
民
が
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
整
備
目
的
と
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
⑵
移
転
の
必
要
性
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

現
在
の
消
防
局
・
川
越
北
消
防
署
の
地
積
は
、
三
筆
で
四
千
七
十
八
・
二
六
平
方

メ
ー
ト
ル
で
ご
ざ
い
ま
す
。
敷
地
は
、
庁
舎
、
デ
ジ
タ
ル
無
線
鉄
塔
及
び
附
属
施
設
、

自
家
用
発
電
設
備
、
物
置
及
び
駐
車
場
か
ら
な
り
、
消
防
隊
の
日
々
の
連
携
訓
練
を

実
施
す
る
に
も
制
約
を
受
け
て
い
る
状
況
で
す
。
そ
の
た
め
、
本
敷
地
で
の
建
て
か

え
に
は
敷
地
の
拡
張
が
前
提
と
な
り
ま
す
が
、
川
越
地
区
消
防
組
合
新
消
防
庁
舎
建

設
検
討
結
果
報
告
書
で
取
り
ま
と
め
た
施
設
機
能
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
隣
接
住

宅
地
等
の
買
収
が
必
要
で
コ
ス
ト
的
に
は
高
額
と
な
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
移
転
交
渉

が
長
期
に
わ
た
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
こ
れ
ら
問
題
点
を
早
期
に
解
消
し
、

庁
舎
建
設
を
実
現
す
る
た
め
、
移
転
新
築
を
計
画
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
⑶
移
転
用
地
の
選
定
方
針
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

新
た
に
建
設
す
る
防
災
拠
点
施
設
に
は
、
防
災
拠
点
と
し
て
効
果
的
に
機
能
す
る

場
所
と
す
る
た
め
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
、
北
部
市
街
地
及
び
北
部
地
域
へ

の
消
防
力
を
維
持
し
つ
つ
、
消
防
力
の
不
足
す
る
芳
野
、
古
谷
地
区
を
カ
バ
ー
で
き

る
地
域
と
し
て
、
本
資
料
の
最
後
に
添
付
い
た
し
て
お
り
ま
す
別
紙
一
を
御
参
照
く

だ
さ
い
。
赤
線
で
区
画
し
た
国
道
二
五
四
号
の
宮
元
町
交
差
点
付
近
か
ら
小
仙
波
交

差
点
ま
で
の
間
、
約
二
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
地
域
が
移
転
対
象
の
地
域
に
な
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
本
地
域
で
最
大
限
ま
と
ま
っ
た
用
地
を
確
保
で
き
る
地
点
と
し
て
、

面
積
的
に
も
柔
軟
な
対
応
を
図
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
⑷
第
四
次
川
越
市
総
合
計
画
実
施
計
画
上
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
で

ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

現
在
、
平
成
二
十
八
年
度
の
建
設
用
地
調
査
研
究
か
ら
始
ま
り
、
平
成
二
十
九
年

度
の
不
動
産
鑑
定
、
建
設
用
地
測
量
、
地
質
調
査
、
基
本
設
計
、
用
地
買
収
交
渉
、

平
成
三
十
年
度
の
実
施
設
計
、
造
成
工
事
、
用
地
取
得
等
、
平
成
三
十
一
年
度
の
庁

舎
建
設
着
手
ま
で
を
想
定
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
二
、
事
業
概
要
。 

 
 
 
 
 
 

⑴
建
設
用
地
概
要
で
ご
ざ
い
ま
す
。 
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先
ほ
ど
の
一
の
⑶
移
転
用
地
の
選
定
方
針
で
御
説
明
申
し
上
げ
た
と
お
り
、
国
道

二
五
四
号
の
宮
元
町
交
差
点
付
近
か
ら
小
仙
波
交
差
点
の
間
で
約
二
万
平
方
メ
ー
ト

ル
の
確
保
を
目
標
と
し
て
お
り
ま
す
。
対
象
地
域
は
別
紙
一
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
⑵
消
防
施
設
の
概
要
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

庁
舎
機
能
と
し
て
必
要
と
す
る
施
設
の
概
要
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

①
庁
舎
、
六
千
平
方
メ
ー
ト
ル
程
度
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
地
上
四
階
建
て
、

車
庫
等
は
鉄
骨
造
。 

 
 
 
 
 
 

②
消
防
局
車
庫
等
、
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
程
度
、
鉄
骨
造
、
平
屋
。 

 
 
 
 
 
 

③
災
害
用
備
蓄
庫
、
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
程
度
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
平
屋
。 

 
 
 
 
 
 

④
訓
練
棟
Ａ
、
八
百
平
方
メ
ー
ト
ル
程
度
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
地
下
一
階
、

地
上
七
階
建
て
。 

 
 
 
 
 
 

⑤
訓
練
棟
Ｂ
、
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
程
度
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
二
階
建
て
。 

 
 
 
 
 
 

⑥
訓
練
棟
Ｃ
、
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
程
度
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
二
階
建
て
。 

 
 
 
 
 
 

⑦
屋
内
訓
練
場
、
八
百
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
程
度
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
平

屋
。 

 
 
 
 
 
 

⑧
訓
練
用
プ
ー
ル
、
縦
六
メ
ー
ト
ル
掛
け
る
横
十
メ
ー
ト
ル
掛
け
る
深
さ
五
メ
ー

ト
ル
、
容
量
百
七
十
ト
ン
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
地
上
式
。
温
水
循
環
装
置
、

塩
素
滅
菌
装
置
、
紫
外
線
滅
菌
装
置
、
ろ
過
装
置
、
水
中
窓
水
中
ス
ピ
ー
カ
ー
、
緊

急
給
水
シ
ス
テ
ム
等
。 

 
 
 
 
 
 

⑨
高
圧
ガ
ス
充
填
所
、
三
百
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
、
処
理
能
力
三
百
立
方
メ
ー
ト
ル
毎

日
。 

 
 
 
 
 
 

⑩
造
成
工
事
、
二
万
平
方
メ
ー
ト
ル
程
度
。 

 
 
 
 
 
 

⑪
外
構
工
事
、
一
万
六
千
平
方
メ
ー
ト
ル
程
度
。 

 
 
 
 
 
 

で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
⑶
第
四
次
川
越
市
総
合
計
画
実
施
計
画
上
の
年
度
別
予
算
の
概
要
で
ご
ざ

い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

現
在
、
平
成
二
十
九
年
度
に
用
地
を
確
定
し
、
平
成
三
十
一
年
度
ま
で
の
事
業
計

画
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
、
雑
駁
で
あ
り
ま
す
が
、
資
料
一
の
説
明
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

続
き
ま
し
て
、
資
料
二
の
現
在
の
消
防
局
の
敷
地
の
地
目
に
つ
い
て
御
説
明
申
し

上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

一
、
現
在
の
消
防
局
敷
地
の
地
目
、
学
校
敷
地
の
使
用
制
限
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

地
目
に
つ
き
ま
し
て
は
、
不
動
産
登
記
事
務
取
扱
手
続
、
準
則
第
六
十
八
条
に
よ

っ
て
二
十
三
種
類
に
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
建
築
制
限
が
さ
れ
る
も
の

は
田
畑
な
ど
の
農
地
で
あ
り
、
そ
の
他
は
地
目
に
よ
る
使
用
制
限
は
な
く
、
登
記
の

際
に
、
実
際
の
用
途
に
応
じ
て
区
分
さ
れ
た
地
目
に
合
わ
せ
て
登
記
す
る
こ
と
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
二
、
地
目
が
相
違
し
て
い
る
こ
と
で
の
違
法
性
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

不
動
産
登
記
法
第
三
十
七
条
第
一
項
で
は
、
地
目
ま
た
は
地
積
に
つ
い
て
変
更
が

あ
っ
た
と
き
は
、
表
題
部
所
有
者
ま
た
は
所
有
権
の
登
記
名
義
人
は
そ
の
変
更
が
あ

っ
た
日
か
ら
一
カ
月
以
内
に
当
該
地
目
ま
た
は
地
積
に
関
す
る
変
更
の
登
記
を
申
請

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
国
や
地
方
公
共
団
体
に
つ
き

ま
し
て
は
、
公
有
財
産
台
帳
に
よ
っ
て
管
理
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
一
般
の
取

引
対
象
と
な
ら
な
い
た
め
、
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
に
つ
い
て
は
、
表
示
等
の
登

記
の
申
請
義
務
を
直
ち
に
課
す
ま
で
の
必
要
は
な
い
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

な
お
、
こ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
二
〇
一
〇
年
国
勢
モ
ニ
タ
ー
の
声
に
対
す
る

法
務
省
の
解
釈
が
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
抜
粋
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

続
き
ま
し
て
、
三
ペ
ー
ジ
目
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

参
考
と
い
た
し
ま
し
て
地
目
の
一
覧
で
ご
ざ
い
ま
す
。
地
目
は
全
二
十
三
種
に
区

分
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 
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続
き
ま
し
て
、
四
ペ
ー
ジ
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

三
、
変
更
登
記
を
し
て
い
な
い
理
由
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

登
記
に
係
る
経
過
に
つ
き
ま
し
て
は
、
土
地
の
所
有
者
で
あ
り
ま
す
川
越
市
に
も

記
録
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
理
由
は
判
明
し
て
お
り
ま
せ
ん
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
、
雑
駁
で
あ
り
ま
す
が
、
資
料
二
の
説
明
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

続
き
ま
し
て
、
資
料
三
、
消
防
局
、
川
越
北
消
防
署
周
辺
地
積
図
に
つ
い
て
御
説

明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

資
料
は
、
現
在
の
消
防
局
、
川
越
北
消
防
署
を
中
心
と
し
、
隣
接
す
る
敷
地
の
情

報
を
資
料
中
に
表
示
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
資
料
に
お
き
ま
し
て
、
消
防
局
、

川
越
北
消
防
署
の
敷
地
に
は
黄
色
で
表
示
し
て
い
る
水
利
敷
が
西
側
に
隣
接
し
、
さ

ら
に
敷
地
内
を
縦
断
し
て
い
る
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

な
お
、
神
明
町
十
一
の
四
、
十
一
の
十
一
、
十
一
の
十
二
は
、
川
越
市
が
所
有
す

る
宅
地
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
敷
地
は
十
・
七
四
平
方
メ
ー
ト
ル
、
三
十
四
・
〇
五
平
方

メ
ー
ト
ル
、
三
・
三
七
平
方
メ
ー
ト
ル
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
、
雑
駁
で
は
あ
り
ま
す
が
、
資
料
三
の
説
明
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

続
き
ま
し
て
、
資
料
四
、
職
業
訓
練
校
の
賃
借
料
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

職
業
訓
練
校
の
所
在
す
る
建
物
は
、
一
階
を
川
越
市
、
二
階
を
職
業
訓
練
法
人
川

越
建
設
高
等
職
業
訓
練
運
営
会
で
所
有
す
る
区
分
所
有
の
建
物
で
ご
ざ
い
ま
す
。
敷

地
は
川
越
市
所
有
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
川
越
市
と
職
業
訓
練
法
人
川
越
建
設
高
等

職
業
訓
練
運
営
会
と
の
間
で
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
て
お
り
ま
す
。
賃
貸
借
契
約
は

昭
和
五
十
年
七
月
一
日
か
ら
開
始
し
、
そ
の
契
約
期
間
は
三
年
で
、
そ
の
都
度
更
新

で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
以
下
、
一
、
二
、
三
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
四
、
賃
借
料
の
推
移
で
ご
ざ
い
ま
す
。
貸
し
付
け
面
積
は
六
百
六
・
九
七

平
方
メ
ー
ト
ル
に
対
し
、
昭
和
五
十
年
七
月
一
日
当
初
、
年
額
二
十
万
七
千
六
百
円

で
契
約
を
開
始
し
、
現
在
は
平
成
二
十
七
年
度
に
年
額
六
十
四
万
五
千
三
百
四
十
八

円
で
契
約
を
更
新
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
、
雑
駁
で
あ
り
ま
す
が
、
資
料
四
の
説
明
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

最
後
に
、
参
考
資
料
と
い
た
し
ま
し
て
、
消
防
局
、
川
越
北
消
防
署
敷
地
の
拡
張

に
つ
い
て
（
考
察
）
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

現
在
の
消
防
局
、
川
越
北
消
防
署
敷
地
で
消
防
庁
舎
建
設
を
実
施
し
た
際
に
想
定

さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
取
り
ま
と
め
た
資
料
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
、
雑
駁
で
あ
り
ま
す
が
、
参
考
資
料
の
説
明
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
、
よ
ろ
し
く
御
審
査
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

柿
田
有
一
委
員
長 

消
防
局
と
周
辺
建
物
及
び
道
路
に
関
す
る
資
料
の
説
明
は
終
わ
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

詳
細
で
新
し
い
資
料
等
も
出
て
お
り
ま
す
の
で
、
改
め
て
皆
さ
ん
か
ら
御
質
疑
、

御
意
見
を
受
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
御
質
疑
、
御
意
見
等
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
御
発
言
を
お
願
い
し
ま
す
。 

中
原
秀
文
委
員 

資
料
一
に
関
し
ま
し
て
は
、
私
か
ら
依
頼
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
出
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
事
業
概
要
ま
で
か
な
り
詳
細
に
出
て
き
て
い
る
の

で
す
が
、
こ
の
事
業
概
要
が
決
ま
っ
た
の
は
い
つ
ご
ろ
な
の
か
、
ま
ず
、
お
聞
か
せ

い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。 

消
防
局
次
長 

こ
の
事
業
概
要
が
決
ま
っ
た
の
は
い
つ
か
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
平
成

二
十
三
年
三
月
、
川
越
地
区
消
防
組
合
新
消
防
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
、
こ
れ
の
検

討
結
果
の
報
告
書
に
ま
と
め
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

中
原
秀
文
委
員 

平
成
二
十
三
年
三
月
と
い
う
と
五
年
ぐ
ら
い
前
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
私
が
こ

の
資
料
を
請
求
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
川
越
市
の
総
合
計
画
の
資
料
か
ら
平
成

三
十
年
度
に
七
億
円
の
予
算
が
出
て
い
た
の
で
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
と

い
う
こ
と
で
質
疑
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
訳
で
す
。
我
々
は
こ
こ
で
い
ろ
い
ろ
議
論

を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
様
に
詳
細
に
話
が
進
ん
で
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ

ま
で
の
議
論
は
何
だ
っ
た
の
か
な
と
少
し
感
じ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
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消
防
組
合
と
し
て
、
こ
の
事
業
概
要
で
進
め
る
つ
も
り
で
物
事
に
取
り
組
ん
で
い
ら

っ
し
ゃ
る
の
か
ど
う
か
、
そ
の
あ
た
り
を
改
め
て
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

消
防
局
長 

こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
応
基
本
的
に
は
こ
の
二
十
三
年
度
に
決
ま
っ
た
も
の

を
基
本
と
し
ま
し
て
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
間
も
市
の
ほ
う
で
そ
う
い
う
お
話
を

ち
ょ
っ
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

中
原
秀
文
委
員 

わ
か
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

こ
の
委
員
会
で
、
こ
の
場
所
で
の
建
て
か
え
も
含
め
検
討
を
し
て
い
る
中
で
、
こ

の
資
料
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
移
転
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
ま
し
た
の
で
、
ま
ず
、
改
め
て
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
こ

の
委
員
会
か
ら
、
こ
こ
で
の
建
て
か
え
も
考
え
る
べ
き
と
の
意
見
が
出
た
場
合
、
こ

こ
で
の
建
て
か
え
も
ま
だ
可
能
性
と
し
て
は
あ
る
ん
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
も
う

移
転
が
前
提
で
進
め
て
い
こ
う
と
い
う
お
考
え
な
の
か
を
改
め
て
お
聞
か
せ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

消
防
局
次
長 

当
初
、
平
成
二
十
三
年
の
と
き
に
こ
の
よ
う
な
計
画
を
立
て
て
、
川
越
市
の
総
合

計
画
の
実
施
計
画
、
こ
れ
に
参
画
を
し
て
、
こ
の
方
向
性
で
ず
っ
と
要
求
と
い
う
か
、

し
て
い
た
と
こ
ろ
先
送
り
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
現
実
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
御

承
知
の
と
お
り
、
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
、
こ
れ
の
全
部
更
新
が
あ
り
、
あ
わ
せ
て
無

線
通
信
の
鉄
塔
を
建
設
し
た
と
い
う
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
し
て
、
す
っ
か
り
移
転
す
る

の
で
い
い
の
か
、
ま
た
は
そ
の
鉄
塔
、
指
令
セ
ン
タ
ー
を
生
か
し
つ
つ
こ
の
場
所
で

建
て
か
え
る
の
か
と
い
う
議
論
も
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
基
本
的
に
移
転
と
い
う
計

画
で
進
ん
で
い
た
と
こ
ろ
で
は
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
消
防
の
方
針
と
し
て
は
、
今
年

度
の
実
施
計
画
の
要
求
と
し
て
同
様
な
こ
と
で
要
求
を
し
て
ご
ざ
い
ま
す
。 

中
原
秀
文
委
員 

平
成
三
十
年
度
ま
で
の
予
算
の
内
容
か
ら
移
転
の
方
向
で
進
め
よ
う
と
し
て
い

た
こ
と
は
何
と
な
く
理
解
は
で
き
る
の
で
す
が
、
こ
の
委
員
会
の
中
で
ど
の
よ
う
に

今
後
話
し
合
い
を
進
め
て
い
け
ば
い
い
の
か
、
少
し
難
し
い
課
題
を
突
き
つ
け
ら
れ

た
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
訳
で
す
。
そ
の
あ
た
り
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
な
の

か
、
も
う
一
度
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

消
防
局
長 

当
初
、
平
成
二
十
三
年
度
の
予
定
に
沿
っ
て
我
々
も
予
算
を
組
ん
で
い
く
こ
と
が
現

実
的
に
は
一
番
、
消
防
局
の
未
来
に
と
っ
て
は
い
い
こ
と
で
は
な
い
か
と
い
う
形
で

推
し
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
に
デ
ジ
タ
ル
無
線
の

鉄
塔
が
ど
う
し
て
も
期
限
が
あ
っ
て
建
ち
ま
し
た
。
そ
の
部
分
を
考
慮
し
ま
す
と
、

や
は
り
そ
こ
に
か
か
っ
た
費
用
も
大
き
い
で
す
の
で
、
今
、
次
長
が
言
っ
た
と
お
り

こ
こ
の
場
所
で
何
と
か
で
き
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
消
防
局
・
川
越
北
消
防
署
敷

地
の
拡
張
に
つ
い
て
図
面
で
も
、
こ
こ
の
地
域
の
周
り
を
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

よ
う
な
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

し
か
し
な
が
ら
、
近
辺
の
状
況
、
土
地
の
買
収
等
を
考
え
ま
す
と
、
可
能
性
は
非

常
に
低
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
庁
舎
の
視
察
に
も
一
緒
に
行
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
長
岡
市
・
新
潟
市
の
二
カ
所
と
も
広
い
敷
地
を
と
っ
て

あ
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

今
は
、
受
援
体
制
と
い
う
形
で
、
例
え
ば
、
川
越
市
に
震
度
六
強
の
地
震
が
来
ま

す
と
、
二
十
四
時
間
以
内
に
他
県
か
ら
応
援
隊
が
来
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
で
き
上

っ
て
い
る
状
況
で
す
。
そ
う
い
う
も
の
も
含
め
て
応
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
体
制

と
い
う
と
こ
ろ
を
考
え
て
、
や
は
り
初
期
の
段
階
の
ほ
う
が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い

か
な
と
い
う
ふ
う
に
消
防
局
と
し
て
は
考
え
て
い
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

中
原
秀
文
委
員 

お
考
え
は
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

こ
れ
ま
で
の
こ
の
委
員
会
の
中
で
も
話
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
指
令
塔
の
設
備
関

係
は
最
近
新
し
く
な
っ
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
移
転
の
場
合
は
二
重
に
置
く
必
要

が
あ
る
と
い
う
ふ
う
な
御
答
弁
だ
っ
た
よ
う
に
私
は
記
憶
し
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど

も
、
改
め
て
確
認
し
た
い
の
で
す
が
、
今
の
こ
の
指
令
セ
ン
タ
ー
の
設
備
を
そ
の
ま

ま
持
っ
て
い
く
こ
と
が
可
能
な
の
か
ど
う
か
、
改
め
て
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。 
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消
防
局
次
長 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
の
を
移
す
に
し
て
も
、
機
能
を
維
持
し
な
が
ら
と
い
う
こ

と
に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
代
替
を
つ
く
っ
て
移
転
で
す
と
か
と
い
う
こ
と
を
考

え
ま
す
と
、
新
し
い
も
の
を
つ
く
る
の
と
同
額
の
規
模
の
予
算
は
か
か
る
と
い
う
ふ

う
に
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

鉄
塔
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
部
移
転
し
た
場
合
に
、
そ
の
鉄
塔
を
こ
こ
で
使
う
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
ア
プ
ロ
ー
チ
回
線
を
引
い
て
使
用
す
る
こ
と
は
可
能
だ
と
い
う
ふ

う
に
聞
い
て
お
り
ま
す
。 

中
原
秀
文
委
員 

い
ろ
い
ろ
と
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
お
伺
い
し
た
よ
う
な
内
容
も
含

め
、
他
の
委
員
さ
ん
の
お
考
え
も
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
お
伺
い
し
な
が
ら
委
員

会
を
進
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
で
す
。 

柿
田
有
一
委
員
長 

他
に
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。 

髙
橋 

剛
委
員 

資
料
二
と
資
料
三
を
御
用
意
い
た
だ
い
た
の
で
、
こ
ち
ら
に
つ
い
て
も
ち
ょ
っ

と
お
尋
ね
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

こ
の
敷
地
の
地
目
に
つ
い
て
は
学
校
敷
地
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
先
日
ま
で
の
資
料
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
わ

け
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
結
論
か
ら
す
る
と
、
国
や
自
治
体
な
ど
の
土
地
建
物
等
に

つ
い
て
は
、
土
地
に
つ
い
て
は
地
目
の
変
更
が
あ
っ
て
も
変
更
登
記
の
必
要
は
な
い

と
い
う
か
、
そ
れ
が
免
除
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
な
と
い
う
ふ
う
に
理
解

し
ま
し
た
。
そ
う
は
言
っ
て
も
、
実
際
の
地
目
と
使
わ
れ
方
が
違
っ
て
い
る
現
状
か

ら
す
る
と
、
こ
れ
を
変
更
登
記
を
か
け
る
ほ
う
が
望
ま
し
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
こ

ま
で
の
要
は
な
い
と
い
う
話
に
な
っ
て
い
て
、
も
し
変
更
登
記
を
行
っ
た
場
合
の
費

用
が
ど
の
ぐ
ら
い
か
か
る
の
か
、
そ
の
辺
の
も
し
試
算
な
ど
が
あ
れ
ば
教
え
て
い
た

だ
け
ま
す
か
。 

消
防
局
次
長 

た
だ
い
ま
の
地
目
変
更
の
関
係
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
現
状
の
敷
地
の
測
量
調

査
を
、
工
期
か
ら
し
ま
す
と
本
日
十
月
三
日
か
ら
入
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
納

期
限
は
三
月
十
五
日
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
測
量
の
結
果
に
つ
き
ま
し

て
は
、
改
め
て
登
記
を
す
る
と
い
う
計
画
で
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
地
目
の

変
更
も
か
け
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

髙
橋 

剛
委
員 

地
積
を
測
量
し
て
地
目
に
つ
い
て
も
変
更
を
か
け
る
、
こ
の
よ
う
な
手
続
を
と

る
予
定
だ
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
そ
う
す
る
と
、
ま
た
そ
の
費
用
試
算
な
ど
は
、
積

算
な
ど
は
な
い
ん
で
し
ょ
う
か
ね
。 

消
防
局
次
長 

一
応
こ
の
測
量
に
関
し
て
は
、
総
額
で
税
込
み
三
百
五
十
六
万
四
千
円
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
地
目
の
変
更
登
記
も
や
る
と
い
う
こ
と
で
、
具
体
的
に
そ
の

部
分
が
幾
ら
か
と
い
う
の
は
、
今
の
段
階
で
は
ち
ょ
っ
と
把
握
し
て
お
り
ま
せ
ん
。 

髙
橋 

剛
委
員 

そ
う
い
っ
た
課
題
が
解
消
さ
れ
る
方
向
だ
と
い
う
こ
と
か
と
思
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

そ
の
際
、
こ
の
川
越
市
に
お
い
て
も
記
録
が
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
す
け
れ

ど
も
、
そ
の
辺
は
特
に
地
目
変
更
登
記
の
支
障
に
は
な
ら
な
い
ん
で
す
か
。 

消
防
局
次
長 

問
題
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
、
こ
の
場
で
は
ち
ょ
っ
と
把
握
し
て
ご
ざ
い

ま
せ
ん
が
、
そ
の
地
目
変
更
を
含
め
て
の
予
算
と
い
う
か
契
約
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
考
え
ま
す
と
、
問
題
は
な
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。 

髙
橋 

剛
委
員 

経
過
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

そ
れ
か
ら
、
あ
と
資
料
三
に
つ
い
て
は
、
も
う
既
に
白
黒
で
出
さ
れ
た
も
の
で
、

そ
れ
を
カ
ラ
ー
に
し
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
も
の
な
の
で
、
お
手
数
を
か
け
ま
し
て

大
変
申
し
わ
け
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

改
め
て
、
こ
の
現
状
で
一
点
だ
け
、
水
路
敷
、
用
地
を
縦
断
と
い
う
ん
で
す
か
ね
、

横
断
し
て
い
る
こ
の
水
路
敷
に
つ
い
て
は
、
現
状
こ
の
消
防
の
敷
地
と
し
て
あ
る
わ

け
で
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
現
状
と
、
そ
れ
か
ら
こ
の
地
積
図
上
と
い
う
の
か
な
、

こ
の
地
図
上
の
差
に
つ
い
て
何
か
支
障
は
な
い
の
か
、
そ
の
辺
に
つ
い
て
は
い
か
が

で
す
か
。 

消
防
局
次
長 
現
況
、
水
路
と
し
て
の
使
用
は
な
い
で
す
の
で
、
公
図
上
に
残
っ
て
い
る
と
い
う



四
九 

 

 

こ
と
で
、
そ
こ
の
水
路
を
所
管
し
て
い
る
河
川
課
と
は
協
議
が
必
要
か
な
と
い
う
ふ

う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。 

髙
橋 

剛
委
員 

周
り
に
住
宅
な
ど
も
あ
る
中
で
、
そ
の
水
路
で
言
え
ば
つ
け
か
え
と
か
そ
う
い

っ
た
こ
と
が
必
要
な
い
の
か
、
排
水
上
の
そ
う
い
っ
た
機
能
回
復
と
い
う
の
か
な
、

本
来
の
水
路
と
し
て
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
つ
け
か
え
で
す
と
か
そ
う
い
っ
た

こ
と
な
ど
は
必
要
な
い
の
か
、
そ
の
辺
に
つ
い
て
い
か
が
で
す
か
。 

消
防
局
次
長 

た
だ
い
ま
の
件
も
含
め
ま
し
て
河
川
課
と
協
議
が
必
要
な
部
分
か
と
思
わ
れ
ま
す
。 

髙
橋 

剛
委
員 

適
切
に
対
処
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

そ
れ
か
ら
、
あ
と
、
先
ほ
ど
中
原
委
員
が
質
疑
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

資
料
一
の
中
で
一
点
だ
け
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
川
越
地

区
消
防
組
合
新
消
防
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
、
検
討
結
果
の
報
告
書

が
上
げ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
す
み
ま
せ
ん
。
記
憶
が
定
か
で
な
い
ん
で
申

し
わ
け
な
い
ん
で
す
が
、
結
果
報
告
書
に
つ
い
て
の
取
り
扱
い
、
こ
の
消
防
議
会
へ

の
報
告
で
す
と
か
、
何
か
こ
の
検
討
結
果
が
出
た
後
の
対
応
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
あ
っ
た
か
御
説
明
い
た
だ
け
ま
す
か
。 

消
防
局
次
長 

検
討
結
果
の
報
告
書
の
扱
い
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
当
該
検
討
委
員
会
か
ら
管
理
者
、

ま
た
川
越
市
長
、
川
島
町
長
宛
て
に
報
告
を
し
た
の
み
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
議
会
へ

の
報
告
等
は
行
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

（
休 

 

憩
） 

 
 
 
 
 

（
再 

 

開
） 

消
防
局
次
長 

検
討
結
果
の
報
告
書
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ま
ず
、
平
成
二
十
三
年
三
月
に
策
定
し

て
組
合
管
理
者
、
市
長
、
町
長
に
報
告
し
た
後
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
昨
年
十
月
二

日
に
開
催
さ
れ
た
当
該
特
別
委
員
会
に
お
い
て
資
料
と
し
て
配
布
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

ま
た
、
事
業
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
回
の
資
料
で
お
示
し
し
た
⑶
の
年
度
別

の
予
算
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、
川
越
市
の
総
合
計
画
の
実
施
計
画
、
こ
れ
は
毎
年

向
こ
う
三
年
間
の
計
画
を
提
出
し
て
ご
ざ
い
ま
す
。
最
新
の
計
画
と
し
て
記
載
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

髙
橋 

剛
委
員 

経
過
は
確
認
で
き
ま
し
た
の
で
、
結
構
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

柿
田
有
一
委
員
長 

ほ
か
に
御
質
疑
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

明
ヶ
戸
亮
太
委
員 

一
点
確
認
を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

こ
の
委
員
会
に
は
途
中
参
加
な
も
の
で
、
過
去
に
議
論
が
行
わ
れ
て
い
た
ら
申
し

わ
け
あ
り
ま
せ
ん
。
今
、
年
度
別
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
先

ほ
ど
中
原
委
員
か
ら
も
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
、
拡
張
で
も
う
一
つ
の
方
向
と

考
え
て
い
ま
す
し
、
移
設
と
い
う
の
も
一
つ
の
方
向
性
で
考
え
て
い
る
中
で
、
二
十

九
年
度
予
算
は
、
こ
の
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
質
調
査
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、

移
設
な
ど
が
念
頭
に
あ
る
予
算
組
み
か
な
と
思
う
の
で
す
が
、
二
十
八
年
度
内
に
そ

の
方
向
性
が
ど
ち
ら
か
と
い
う
の
が
定
ま
ら
な
か
っ
た
場
合
と
い
う
も
の
は
、
こ
の

二
十
九
年
度
の
予
算
組
み
と
い
う
の
は
な
く
な
る
と
い
う
認
識
で
よ
ろ
し
い
ん
で
す

か
。 

消
防
局
次
長 

今
、
川
越
市
の
実
施
計
画
の
ほ
う
で
提
出
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
そ
の
査
定
を

待
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
組
合
と
し
て
は
、
や
は
り
こ
の
計
画
で
進
め

て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
の
実
施
計
画
、
今
現
状
の
と
い
う
こ
と
で
、
こ
こ
で
そ

の
用
地
等
の
選
定
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
ま
た
さ
ら
に
一
年
と
い
う
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。 

明
ヶ
戸
亮
太
委
員 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

今
、
敷
地
の
拡
張
と
い
う
の
も
資
料
も
上
げ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
可

能
性
も
や
は
り
あ
る
以
上
は
、
こ
の
予
算
組
み
と
い
う
の
は
、
先
々
ず
れ
込
む
こ
と

も
あ
り
得
る
の
か
な
と
思
う
の
で
す
が
、
例
え
ば
、
こ
こ
に
三
年
分
の
計
画
が
組
ん

で
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
仮
に
、
二
十
九
年
度
予
算
ま
で
に
そ
の
方
向
性
が
決
ま

ら
な
い
で
一
年
ず
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
こ
の
業
務
委
託
料
と
か
と
い
う

も
の
に
変
更
が
生
じ
る
可
能
性
と
い
う
の
も
あ
る
ん
で
し
ょ
う
か
。 



五
〇 

五
〇 

 

 

消
防
局
次
長 

一
年
ず
つ
ず
れ
込
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

明
ヶ
戸
亮
太
委
員 

は
い
、
わ
か
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

柿
田
有
一
委
員
長 

よ
ろ
し
い
で
す
か
。 

 
 
 
 
 
 

他
に
御
質
疑
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。 

小
林 

薫
委
員 

ち
ょ
っ
と
お
聞
き
し
た
か
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
資
料
一
の
中
で
お
話
が
出

て
き
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
た
し
か
消
防
庁
舎
建
設
に
当
た
っ
て
、
移
転
建
設
に
当

た
っ
て
も
北
消
防
署
は
こ
こ
に
残
さ
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
よ
う
な
お
話
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
消
防
庁
舎
建
設
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
北
消

防
署
も
あ
わ
せ
て
移
転
と
い
う
こ
と
、
あ
る
い
は
、
北
消
防
署
は
残
さ
な
く
て
も
い

い
、
残
す
。
前
に
聞
い
た
と
き
に
は
、
た
し
か
残
さ
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
よ
う
な
あ

れ
だ
っ
た
け
れ
ど
も
、
き
ょ
う
、
こ
れ
を
見
る
と
、
消
防
本
部
、
北
消
防
署
も
合
わ

せ
て
、
全
て
を
移
転
建
設
と
い
う
捉
え
方
で
よ
ろ
し
い
ん
で
す
か
。
北
消
防
署
も
移

転
と
い
う
こ
と
で
。 

消
防
局
長 

基
本
的
に
今
回
述
べ
た
も
の
は
全
部
移
転
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
消
防
力
の
適
正
化
に
つ
い
て
調
査
を
し
た
と
き
に
は
、
今
現
在
、
芳
野

地
区
へ
の
救
急
車
の
現
着
が
六
分
三
十
秒
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
、
そ
ち
ら
の
ほ
う

が
弱
い
と
い
う
デ
ー
タ
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
候
補
地
は
そ
こ
を
網
羅
し
て

い
る
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
調
査
に
よ
る
と
、
現
在
の
北
署
の
位
置
は
そ
ん
な

に
悪
く
な
い
と
い
う
か
、
北
側
を
守
る
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
悪
く
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
デ
ジ
タ
ル
の
鉄
塔
が
こ
こ
に
建
っ
た
関
係
で
、
も
し
ど

う
し
て
も
そ
っ
ち
が
行
け
な
か
っ
た
と
き
は
そ
う
い
う
こ
と
も
考
え
な
く
て
は
い
け

な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
誤
解
を
招
い
た
と

こ
ろ
は
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。 

小
林 

薫
委
員 

そ
う
す
る
と
、
こ
の
デ
ジ
タ
ル
の
問
題
を
ど
う
す
る
か
は
ま
た
別
と
し
て
、
北

消
防
署
も
あ
わ
せ
て
消
防
庁
舎
建
設
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
で
捉
え
て
よ
ろ
し
い
ん

で
し
ょ
う
か
ね
。 

消
防
局
長 

一
応
そ
れ
を
希
望
し
て
お
り
ま
す
。 

小
林 

薫
委
員 

わ
か
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

第
四
次
川
越
市
総
合
計
画
、
昨
年
度
行
わ
れ
て
、
私
も
出
席
し
て
い
た
の
で
あ
る

程
度
の
概
要
は
わ
か
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
き
ょ
う
初
め
て
年
度
別
予
算
の
概
要
と

い
う
の
を
拝
見
し
て
、
市
の
ほ
う
が
こ
う
い
う
考
え
方
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
の
は

わ
か
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
前
に
、
計
画
上
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
い
う
こ
と

で
、
平
成
二
十
八
年
度
建
設
用
地
調
査
・
研
究
と
い
う
こ
と
で
、
も
う
二
十
八
年
度

半
分
過
ぎ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
今
年
度
は
ど
こ
ま
で
事
業
が
進
ん
だ
ん
で
し
ょ
う

か
。
例
え
ば
、
今
お
示
し
さ
れ
た
移
転
計
画
地
域
の
赤
線
の
中
の
ど
こ
か
と
か
、
ど

こ
が
よ
ろ
し
い
か
と
か
、
そ
ん
な
こ
と
ま
で
ぐ
ら
い
ま
で
は
や
っ
た
の
か
ど
う
か
、

ち
ょ
っ
と
今
年
度
の
実
施
済
の
も
の
が
あ
れ
ば
、
あ
る
い
は
実
施
予
定
の
も
の
が
あ

れ
ば
、
今
年
度
。 

消
防
局
長 

今
年
度
、
予
定
し
て
い
ま
す
神
明
町
の
と
こ
ろ
の
測
量
調
査
は
予
算
取
り
は
し
て
お

り
ま
す
。
移
転
計
画
地
域
に
関
し
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
活
動
は
し
て
な
い
よ
う
な
状

況
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

小
林 

薫
委
員 

活
動
し
て
い
な
い
と
い
う
お
話
で
す
が
、
研
究
ぐ
ら
い
は
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う

と
思
う
ん
で
す
が
、
き
ょ
う
初
め
て
、
こ
の
総
合
計
画
上
の
年
度
別
の
予
算
の
概
要

を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
消
防
局
に
聞
い
て
も
失
礼
な
話

な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
合
算
す
る
と
三
年
度
で
十
八
億
近
く
予
算
が
か
か
る
わ
け
で
す

け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
も
う
川
島
分
と
の
割
合
も
あ
る
ん
だ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
こ
れ
本

当
に
川
島
町
と
合
意
で
き
て
出
せ
る
額
な
ん
で
す
か
、
こ
れ
は
。
ま
し
て
来
年
、
市

長
選
が
あ
っ
て
、
ど
う
な
る
か
も
わ
か
ら
な
い
し
、
そ
の
中
で
こ
う
い
う
予
算
概
要

が
出
て
き
た
の
は
、
そ
れ
は
結
構
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
川
島
町
と
川
越
市
と
、

こ
れ
は
確
約
が
と
れ
る
額
と
捉
え
て
よ
ろ
し
い
ん
で
し
ょ
う
か
ね
。
消
防
局
に
聞
い

て
も
失
礼
だ
け
れ
ど
も
さ
。
川
越
市
の
総
務
に
聞
か
な
く
ち
ゃ
悪
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、

財
政
に
聞
か
な
い
と
。
で
も
、
果
た
し
て
ど
う
な
の
か
。
消
防
の
ほ
う
で
、
う
ち
ら



五
一 

 

 

が
、
じ
ゃ
、
こ
の
計
画
で
進
め
ま
し
ょ
う
と
言
っ
た
と
き
に
、
川
島
町
な
り
川
越
市

が
、
い
や
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
れ
と
、
や
っ
ぱ
り
金
が
な
い
よ
と
言
わ
れ
る
こ
と
は

な
い
の
か
な
と
い
う
の
が
、
ち
ょ
っ
と
今
不
思
議
に
思
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
ね
、
初

め
て
こ
の
予
算
概
要
を
見
た
ん
で
。
ど
う
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
手
形
を
切
れ
る
の
か

な
、
こ
れ
、
川
島
町
と
川
越
市
が
。
こ
こ
で
聞
い
て
も
失
礼
な
話
だ
け
れ
ど
も
。
信

じ
て
ま
す
と
言
わ
れ
れ
ば
、
そ
う
だ
よ
。 

柿
田
有
一
委
員
長 

答
え
ら
れ
る
範
囲
が
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
ね
。 

消
防
局
長 

そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
本
当
に
こ
れ
か
ら
と
い
う
か
、
お
話
は
財
政
部
門
と
は
し
て

い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
特
に
結
論
と
か
い
た
だ
い
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
辺

協
議
と
い
う
か
、
相
談
に
行
く
よ
う
な
形
で
打
診
し
て
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

小
林 

薫
委
員 

今
お
話
を
伺
っ
て
い
て
、
そ
の
建
設
に
つ
い
て
の
お
お
む
ね
御
希
望
な
り
概
要

と
い
う
の
は
よ
く
わ
か
っ
た
ん
で
、
い
ざ
、
じ
ゃ
、
こ
れ
が
本
当
に
建
て
よ
う
と
言

っ
た
と
き
に
金
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
い
け
な
い
と
思
う
の
で
、
よ
く
こ
れ

は
川
島
町
と
、
ま
た
川
越
市
と
、
予
算
的
に
お
い
て
は
消
防
局
の
ほ
う
で
し
っ
か
り

と
し
た
予
算
要
求
し
て
も
ら
っ
て
、
予
算
獲
得
を
ぜ
ひ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

こ
と
だ
け
申
し
上
げ
て
お
き
ま
す
。
結
構
で
す
。 

柿
田
有
一
委
員
長 

他
に
御
質
疑
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。 

山
田
敏
夫
委
員 

直
接
、
こ
の
検
討
委
員
会
と
ち
ょ
っ
と
か
け
離
れ
た
質
問
で
恐
縮
な
ん
で
す
が
、

ま
だ
川
越
の
消
防
力
が
足
り
な
い
と
い
う
、
前
か
ら
そ
う
い
う
話
も
聞
い
て
お
る
ん

で
す
が
、
現
在
の
こ
の
北
消
防
署
の
庁
舎
か
ら
こ
の
赤
線
の
中
で
、
近
け
れ
ば
特
に

距
離
的
に
な
い
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
小
仙
波
交
差
点
の
ほ
う
へ
行
く
と
結
構
、

距
離
的
に
は
遠
く
な
る
か
な
と
。
ど
の
辺
に
計
画
す
る
の
か
、
距
離
に
よ
っ
て
も
、

消
防
局
と
す
る
と
、
こ
の
辺
を
分
署
に
と
い
う
計
画
と
か
そ
う
し
た
ほ
う
が
、
特
に

は
な
い
ん
で
し
ょ
う
か
。
移
転
で
北
消
防
署
が
ど
こ
か
へ
移
転
し
た
場
合
に
、
こ
こ

に
分
署
な
り
何
か
を
計
画
す
る
と
か
そ
う
い
う
、
消
防
力
か
ら
い
っ
て
十
分
で
あ
れ

ば
、
そ
れ
は
結
構
な
話
な
ん
で
す
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
う
い
う
分
署
的
な
施
設

も
必
要
な
の
か
な
。
余
計
な
話
を
し
ち
ゃ
っ
て
申
し
わ
け
な
い
ん
で
す
が
、
こ
の
辺

を
ど
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

消
防
局
次
長 

今
こ
の
北
消
防
署
が
移
転
す
る
に
し
て
も
、
伝
統
建
造
物
群
保
存
地
区
を
見
据
え

て
、
現
状
、
芳
野
、
古
谷
地
区
が
消
防
力
が
若
干
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
ち

ら
の
ほ
う
に
も
目
を
向
け
た
と
い
う
こ
と
で
の
用
地
の
候
補
地
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
、
現
段
階
で
は
分
署
の
建
設
等
々
に
つ
き
ま
し
て
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。 

柿
田
有
一
委
員
長 

他
に
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 
 

（
「
な
し
」
と
言
う
者
が
い
る
） 

柿
田
有
一
委
員
長 

よ
ろ
し
い
で
す
か
。 

 
 
 
 
 
 

そ
れ
で
は
、
資
料
に
対
す
る
質
疑
を
終
了
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 
 
 
 
 
 

続
き
ま
し
て
、
消
防
庁
舎
及
び
訓
練
施
設
等
に
関
す
る
提
言
（
案
）
で
ご
ざ
い
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 

前
回
の
会
議
で
委
員
長
案
を
お
示
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
若
干
で
は
あ
り

ま
す
が
、
各
委
員
さ
ん
に
御
意
見
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
案
を
持

ち
帰
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
案
、
そ
れ
か
ら
提
言
の
是
非
を
含
め

て
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
か
ら
御
意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ほ
う

か
ら
内
容
等
、
何
か
御
発
言
等
ご
ざ
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 
 
 

き
ょ
う
新
し
い
資
料
や
新
た
な
議
論
も
出
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
も
少
し
踏
ま

え
た
形
で
、
提
言
の
是
非
、
そ
れ
か
ら
時
期
、
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
、
若
干
考
慮

も
払
う
必
要
が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
ぜ
ひ
御
意
見

等
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
が
、
何
か
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。 

中
原
秀
文
委
員 

こ
の
提
言
（
案
）
の
中
の
最
後
の
文
章
で
す
が
、
「
つ
い
て
は
、
新
庁
舎
の
建 

 
 
 
 
 

設
に
つ
い
て
建
設
用
地
の
選
定
や
確
保
も
含
め
、
速
や
か
に
事
業
に
着
手
す
る
こ
と
」 

 
 
 
 
 

と
書
い
て
あ
る
の
で
す
が
、
先
ほ
ど
の
話
か
ら
、
事
業
は
す
で
に
進
め
て
い
る
と
い

う
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
御
答
弁
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
事
業
に
着
手
と
い



五
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う
と
こ
ろ
が
、
す
で
に
着
手
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
前
に
進
め
て
い
た
だ
く
よ
う

な
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
内
容
に
し
た
ほ
う
が
よ
ろ
し
い
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
の

で
、
意
見
と
し
て
申
し
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

柿
田
有
一
委
員
長 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

ほ
か
に
ご
ざ
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 
 

（
休 

 

憩
） 

 
 
 
 
 

（
再 

 

開
） 

柿
田
有
一
委
員
長 

消
防
局
新
庁
舎
建
設
に
関
す
る
提
言
に
つ
き
ま
し
て
は
、
皆
さ
ん
か
ら
い
た

だ
い
た
意
見
を
も
と
に
提
言
書
を
訂
正
の
上
、
提
出
を
す
る
と
い
う
形
を
と
ら
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 
 

（
「
異
議
な
し
」
と
言
う
者
が
い
る
） 

柿
田
有
一
委
員
長 

そ
れ
で
は
、
そ
の
よ
う
に
決
定
を
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

日
程
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
御
提
案
の
あ
り
ま
し
た
と
お
り
、

改
め
て
調
整
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
後
に
提
出
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
そ
れ
ぞ
れ
お
伝

え
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 
 

（
「
は
い
」
と
言
う
者
が
い
る
） 

柿
田
有
一
委
員
長 

そ
れ
で
は
、
そ
の
よ
う
に
決
定
を
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

提
言
に
つ
い
て
は
以
上
取
り
扱
う
こ
と
と
決
定
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

小
林 

薫
委
員 

ご
め
ん
な
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

提
言
を
提
出
す
る
と
き
に
、
相
手
、
お
渡
し
す
る
管
理
者
も
そ
う
で
す
け
れ
ど
も
、

川
島
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
で
き
れ
ば
副
管
理
者
の
方
も
同
席
し
て
い
た
だ

い
て
、
現
状
こ
う
い
う
ん
だ
と
い
う
ん
で
町
長
さ
ん
に
も
、
川
越
の
副
管
理
者
も
い

ま
す
け
れ
ど
も
、
で
き
れ
ば
副
管
理
者
も
同
席
し
て
も
ら
っ
て
現
状
を
把
握
し
て
も

ら
い
た
い
と
い
う
の
が
あ
る
の
で
、
お
諮
り
く
だ
さ
い
。 

柿
田
有
一
委
員
長 

今
、
小
林
委
員
さ
ん
か
ら
御
提
案
あ
り
ま
し
た
副
管
理
者
に
つ
い
て
の
同
席

を
あ
わ
せ
て
求
め
て
提
言
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う

か
。 

 
 
 
 
 

（
「
異
議
な
し
」
と
言
う
者
が
い
る
） 

柿
田
有
一
委
員
長 

御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
よ
う
に
決
定
を
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
で
提
言
書
に
つ
い
て
を
終
わ
り
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

○
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て 

柿
田
有
一
委
員
長 

次
に
、
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 

（
休 

 

憩
） 

 
 
 
 
 

（
再 

 

開
） 

柿
田
有
一
委
員
長 

今
後
の
進
め
方
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
休
憩
中
に
お
諮
り
し
ま
し
た
と
お
り
、

三
月
の
定
例
会
ま
で
の
間
に
調
査
日
を
設
け
る
と
い
う
こ
と
で
調
整
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
が
、
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 
 

（
「
異
議
な
し
」
と
言
う
者
が
い
る
） 

柿
田
有
一
委
員
長 

で
は
、
そ
の
よ
う
に
決
定
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
で
、
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
を
終
了
い
た
し
ま
す
。 

 

○
閉
会
中
の
特
定
事
件
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
第
百
九
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
継
続
審
査 

 

と
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。 

○
閉 

 

会 
 

午
後
一
時
四
十
七
分 


